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がん薬物療法副作用管理マニュアル　第2版

吉村 知哲，田村 和夫●監修 
川上 和宜，松尾 宏一，林 稔展，大橋 養賢，小笠原 信敬●編

B6変型・頁368
定価：4,180円（本体3,800円＋税10％）　医学書院
ISBN978-4-260-04478-3

評 者  柴田 伸弘
 関西医大病院がんセンター診療講師

　がん診療のチームにおいて薬剤師の
存在感は非常に大きなものとなってい
る。有能な薬剤師がいると診療は非常
にスムーズになり，よ
り高いレベルでのチー
ム医療が可能となる。
われわれ腫瘍内科医の
立場からすると薬剤師は医師と患者の
架け橋のような存在であり，がん診療
チームの要といっても過言ではない。
本書の編集・執筆には現場で活躍する
経験豊富な薬剤師，中でもエキスパー
トであるがん専門薬剤師が多く携わっ
ており，非常に実戦的で読み応えのあ
る内容になっている。
　本書の各論は主に症状・徴候から，
原因となり得る薬剤と有害事象の頻度
や好発時期・特徴，評価のポイント，
対策のまとめが続く。各章の最初に「初
期対応のポイント」，所々に「ひとこ
とメモ」「Clinical Pitfalls & Pearls」が
あるのがうれしい。また，CTCAE以
外のスケール，なかなか手元にないが
ん以外のガイドラインに関する記載は
現場で役に立つことは間違いない。
　また，各章の最後には「症例」の提
示がなされており，典型的な副作用の
症例ももちろんだが，現場でよくある
「副作用以外によく起こり得る事象」
がピックアップされている。がんの診
療で遭遇する事象に対して，抗がん薬
以外の原因について一考するのは重要

である。これらは副作用と鑑別すべき
ポイントである。一方で免疫関連有害
事象（irAE）のようにまれであるが非

常に重要な症例もあ
り，これら全てを本書
で疑似的に経験できる
のは非常にありがた

い。読みながら「あるある！」とうな
ずくような症例が多く提示されている
のは，現場感覚が生かされている本書
のお薦めポイントなので，参考にして
いただきたい。
　今回は第 2版の出版であるが，初版
と比較しても細かなエビデンスや
irAE関連のアップデートがなされて
いるので，すでに初版を購入済みの方
にもお薦めできる内容となっている。
何より臓器横断的な副作用対策につい
て非常にコンパクトにまとめられてい
る点は他書と比較しても秀逸である。
ちゃんと有害事象評価をしたい人，困
ったときにペラペラとめくって利用し
たい人にもやさしい構成となっている
ので，ぜひ手元に置いていただきたい。
　本書はがん診療の現場における知識
と経験を凝縮した，非常に魅力的な仕
上がりになっている。専門領域を問わ
ず，がん薬物療法の習得をめざす医
師・薬剤師・看護師，デキる人になり
たい全ての職種に自信を持ってお薦め
できる一冊である。

デキる人になりたい
全ての職種にお薦めの一冊

消化管診断・治療手技のすべて
胃と腸　Vol.56 No.5 2021年 増刊号
定価：7,920円（本体7,200円＋税10％）　医学書院 評 者  後藤田 卓志

 日大教授・消化器肝臓内科学

　消化管の診断から治療を取り扱った
書籍はこれまでにも多数出版されてい
るが，本書はそれぞれの臓器で解剖の
解説から始まっている
ところが非常に斬新で
ある。この大原則を押
さえ，最新の内視鏡診
断と治療につながる要
諦が盛り込まれており
初学者から上級医まで
幅広い層に役立つ項目
立てとなっている。消
化管疾患はスクリーニ
ングや無症状あるいは
鑑別疾患除外目的に行
った内視鏡検査で発見
されることが多い。そ
して何らかの疾患に遭
遇した場合，その疾患
を報告書に的確にドキ
ュメントしなくてはならない。また，
意味のある・なしにかかわらず背景周
辺粘膜の所見の把握は正確な診断や的

確な治療につながる場合がある。
　2000年代に入って内視鏡治療の進
歩は目覚ましい。これは，早期病変で

の拾い上げが進んだこ
とと同時に治療法の確
立が寄与している。特
に早期消化管癌の治療
が外科医だけでなく内
科医にも可能となった
時代である。そして現
在，多くの工夫や新規
治療の登場によって知
識として追いつくのも
大変な時代である。本
書は，解剖という一丁
目一番地を押さえた上
で診断のイロハが示さ
れ，治療法選択の助け
となるべく多種多様な
内視鏡による治療法が

網羅されており，臨床医にとって大い
に役立つ。
　消化器系の発生は原腸形成後につく

組織病理カラーアトラス［Web付録付］
第3版
坂本 穆彦，北川 昌伸，菅野 純●著

B5・頁434
定価：13,200円（本体12,000円＋税10％）　医学書院
ISBN978-4-260-04590-2

評 者  泉 美貴
 昭和大教授・医学教育学

◆第 3版を出
しゅったい

来するとは
　今日のような，本が売れない，教科
書が売れない時代にあって，『組織病
理カラーアトラス』が第 3版を出来す
るに至ったことは，大
変な慶賀である。評者
自身は 15年前に上梓
した著書の第 2版を最
近ようやく出来したば
かりであり，これがど
れほど凄いことかを実
感するとともに，羨望
と尊敬の念が交錯する
のである。
◆著者は東京医歯大の
精鋭 3病理医
　同書は，名門の東京
医歯大の病理学教室を
同門とする 3人の希代
の病理医によって上梓
された。
　初版出版の 2008年当時，兄弟子の
坂本穆彦先生が両者に声を掛け，同書
の刊行を試みられたのはまさしく慧眼
で，坂本先生は後に日本病理学会の副
理事長を務められ，北川昌伸先生は現
在同学会の理事長として八面六臂のご
活躍である。一方，菅野純先生は日本
毒性学会理事長および，国際毒性学連
盟（IUTOX）でアジア初の会長（Presi-
dent-Elect）として世界を股に掛けて
活動されている。
◆病気の理（病理学）の王道
　本書は，総論として，炎症性疾患，
腫瘍性疾患，代謝障害，循環障害およ
び先天異常についてまとめられている
ことがまずうれしい。医学における膨
大な疾患も実は，わずかこの 5疾患群
に分類でき，実診療においては診断が
この範疇をまたがないことが何より重
要であることが自然と理解できる。最
近の病理学は分子生物学が隆盛で，診
断も遺伝子異常や染色体異常に頼る傾

向がある。病理医による形態診断では，
HE標本は深く観察せずにすぐに多数
の免疫染色に頼る傾向が強い中，病理
学の基本を大事にされていることがわ

かる。疾患の概念や分
類は，全てアップデー
トされている。
　医学は歴史的に顕微
鏡観察による形態学に
端を発し，特定の組織
模様を疾患として定義
してきた学問である。
本書では，各項目の文
頭に「疾患概念」が端
的に示してある。「病
理診断のポイント」は
箇条書きでコンパクト
に見事にまとめられて
いる。病理像は，1ペー
ジに 2，3枚の大きな
写真が読者に語り掛け

る。図は全て医学書院のWebサイト
から閲覧することができ，パソコンの
モニターに広げて見る図は迫力があり
美しさに惚れ惚れする。
◆診る前に読め（見る前に飛べ）
　医療系の学生，研修医，若い病理医
および忙しい専門医らにとって，病理
学を修得することはまるで，「琵琶湖
の水を飲むよう」に困難であると感じ
るかもしれない。しかし，本書であれ
ば 1ページごとに完結しているので身
構えて時間を作らずとも，パラパラと
気軽に読み進められるため，気がつい
たら，琵琶湖の水も飲み干せると感じ
させてくれる。
　学修者には，本書を片手にWebサ
イトの画像を観察して，実習スライド
や診断スライドと見比べて繰り返し学
んで欲しい。本書により，見えなかっ
た所見が，「見えた！」「わかった！」
という，学問の最高の喜びを味わって
いただけると期待している。

られる単純な 1本の管から始まる。こ
のたった 1本の管が咽頭から肛門管に
至る消化管と肝臓や膵臓を形成する。
1本の管でありながら多くの器官が原
始腸管の決まった領域に形成され，各
器官の位置や境界が厳密に決まってい
るのは生命の進化の神秘である。一方
で，消化管の最も重要な生理機能は，
食餌を消化吸収し生命維持に必要な成
分に変換することであると知っておく
必要がある。最適な消化管の状態をつ
くり出すために神経細胞や内分泌細胞
が介在し，神経やホルモンの指示を受
けて消化液を分泌する外分泌細胞が存
在する，意外と複雑な臓器である。ま
た，消化管には病原微生物に対する体
内最大の免疫担当細胞が存在してい

る。さらに，腸内細菌叢はエネルギー
産生，蠕動運動・消化吸収の促進，物
質代謝の調節，感染防御，免疫能活性
化など多くの作用を有している。
　つまり，消化管は生命維持の基本と
なる臓器であり，単純な原始的臓器で
あるがされど消化管である。本書を片
手に，臨床における「なぜ？」に思い
をはせていただければ，さらなる発見
や飛躍があるはずである。治療におい
ても，提示されている手技で満足する
ことなく次の工夫につなげていただき
たい。それが医学（Science）の進歩
であり医療（Art）につながる。本書
は極めて時宜にかなった内容であり，
内視鏡検査・診断に従事する全ての先
生に必携の書物である。

ロングセラー，『組織病理カラー
アトラス』の第3版が出来！

次はあなたの「なぜ？」と
工夫が主流となる！
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